
平成２３年度 上春別中だより《第 １２号》

指 標：『明日の自分のために今日頑張れる人』 

9 月２１日（水）、弘済会の教育研究実
践表彰校の表彰を受けました。これまで

の壁新聞の実践や研修に職員が一丸とな

って取り組んできた成果が評価されたの

だと思います。これからも地域の方々の協力をいただきながら、素

晴らしい教育実践が展開されるように教職員一同、頑張る所存です。

１１月２２日（火）には複式になって途絶えていた公開研究会を復

活させます。学校便りなどにその模様も紹介したいと考えています。

９月２６日（月）２回目の陶芸教室を

行いました。本来、もう少し早く実施す

る予定でしたが、台風１５号の影響で臨

時休校にしたためこの日にずれました。

この日は、釉薬をかけました。陶芸サークルの方々の指導の下いろ

いろな釉薬の中から自分の作品にあったものを選び、かけました。

学校祭にはすばらしい作品をお披露目することができると思います。

９月２６日(月)、今年２回目のスピ
ーチ集会を行いました。今回の発表

者は３年生の奥○さんです。彼女は

あまりにも変わりすぎる日本の首相

について、どうしてこんなに早く交代するのかを考え意見を発表し

ました。

政権が変わり、その前後の首相が１年ほどでどんどん変わる政治

の世界について、それの任命責任や意見が違うからといって簡単に

やめさせる側に立つ国会議員のあり方について、中学生らしい視点

から意見をまとめました。

政治にしっかり興味を持ち、選挙権を行使できる年齢までこの真

剣な思いを持って欲しいと思いました。発表者の奥○さん、講評の

菊○先生、ご苦労様でした。

＜ 教 育 目 標 ＞

知性を磨き 心豊かに逞しく

＜ 校 訓 ＞

自主 実践 協調

＜ め ざ す 生 徒 像 ＞

自ら感じ 考え 行動する生徒

＜発行責任者＞

校長 亀○彰○

(１０月１８日 発行)



９月２９日（木）、別海高校の体験

入学に３名の生徒が出席しました。

授業体験や実習体験、部活体験等が

あり、生徒は別海高校の雰囲気を感

じ取ってきたようです。この後、いよいよ進路の最終決定を行うの

ですが、大いに参考になったかと思います。

１０月１日(土)、中標津において
管内のバドミントン大会が行われ

ました。本校からは吉○(樹)さんと
吉○(真)さん、白○さんが出場しま
した。

試合は残念ながら初戦敗退でし

たが、管内の実力を肌で感じるこ

とができ、今後の活動の大きな目

標ができたことと思います。次回

以降の頑張りを期待します。

１０月２日(日)別海パイロットマ
ラソンに佐○(亜)君、内○君の２名
が出場しました。どちらも５ｋｍへ

のエントリーでしたが、最後まで頑

張って走りました。

この他に本校関係分ですが、向○先生と内○君のお母さんも出場

し、どちらも無事完走を果たしました。ご苦労様でした。

学校祭まであと１週間となりま

した。各部門の練習はもちろん、テ

ーマ看板作りや全校合唱、各学級の

出し物の練習に真剣に取り組んでいます。中でも舞踊は今年全校で

取り組むことになり、ダイナミックなダンスが期待されます。練習

に熱が入り、汗だくなりながら、振り付けを確認したり、意見を出

し合ったり、より良いものを作り出そうと懸命です。

また、合唱は昨年度少人数にも関わらず素晴らしいハーモニーを

音楽祭で披露したことで、人数が

多くなった今年への期待は非常に

高いものがあります。その期待に

答えるべく練習にも熱が入ります。

どのような仕上がりになるのか、

今から楽しみです。がんばれ!! が

んばれ!!上春中!!


